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（
９
月
定
例
会
）

水洗化率の�
� アップに努力を
　平成26年第５回定例会を９月９日から17日まで、９日間の会期で開催しました。

　平成25年度の事務報告や、一般会計・特別会計および簡易水道事業会計の決算について慎重に審議し、

賛成多数で認定しました。

　一般質問では３人が町政を問いました。平成26年度の補正予算や条例制定など、18議案・報告３件いず

れも原案どおり可決し、最後に副町長の選任に同意し閉会しました。

国
保
は
ど
う
な
る
の
か

Q
（
中
野
）
国
民
健
康

保
険
の
運
営
は
、
県

が
事
業
主
体
と
し
て
進
む
よ

う
だ
が
、見
通
し
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
国
保
の
事

業
主
体
に
つ
い
て
は

国
で
検
討
中
で
あ
る
が
、
方

向
性
は
不
明
で
あ
る
。

瀬
戸
芸
の
体
制
は

Q
（
井
下
）
継
続
的
な

交
流
人
口
の
増
加
策

と
し
て
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

開
催
に
向
け
た
体
制
強
化
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
。

A
（
町
長
）
県
は
常
設

の
課
を
設
置
。
町
に

対
し
て
職
員
の
協
力
要
請
も

来
て
い
る
。

下
排
水
の
苦
情
が
あ
る

Q
（
井
下
）
下
水
道
の

水
洗
化
を
し
て
な
い

家
の
近
所
の
人
か
ら
苦
情
が

出
て
い
る
。
水
洗
化
率
の

ア
ッ
プ
に
努
力
す
べ
き
だ
が
。

A
（
町
長
）
下
水
道
に

切
り
替
え
て
な
い
所

は
、少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

単
独
浄
化
槽
か
ら
下
水
道
に

事　務　報　告（抜粋）
　長引く不況等により、法人町民税や固定資産税は減
となったものの、個人町民税などその他の税収入では
増加となり、歳入全体では昨年度を上回る結果となり
ました。
　また、歳出全体に占める公債費の割合が高い水準で
推移しているため、国・県と同様に厳しい財政状況と
なっていますが、町の将来を見据えた事業を行うため、
離島振興法や辺地・過疎対策事業債などの交付税措置
のある有利な地方債の活用を図るとともに、国・県等
の支援を最大限に活用するなど、厳しいながらも健全
な財政運営となっています。
　将来、交流人口の増加の鍵となる第３回目の瀬戸内
国際芸術祭開催への体制強化など、「小さい島を大き
く美しく実のなる島へ」を目標に、新生直島としての
発展に向けた土台づくりとなる重要な年度として第４
次直島町総合計画の策定を行うなど各種事業の推進に
努力いたしました。

　一 般 会 計
◎歳入
　町税が減となったものの、使用料及び手数料や国庫支出金
などが増となったことから、対前年度比6.5%増となりました。
◎歳出
　総務関係ではオフトーク通信サービスが終了するため、タ
ブレット型端末を先行導入し、約300世帯に配布しました。

　特 別 会 計
●国民健康保険事業
　国民健康保険事業の運営については、県が事業主体で行う
方向での検討が進められているようですが、ぜひその方向へ
進むよう町としても努力したいと考えています。
●診療所事業
　地域医療を恒久的に継続できる体制を整え、健全で安定し
た診療所運営に努力いたします。
●下水道事業
　本年度は、県に委託して納言様地区に雨水ポンプ場を建設
するにあたっての詳細設計や工事委託業務が中心となりまし
た。
●釣公園事業
　指定管理者制度による民間への管理委託を含めて、健全な
釣公園事業にするための検討が必要です。

し
た
人
も
い
る
。
粘
り
強
く

や
っ
て
い
き
た
い
。

民
間
委
託
の
検
討
は

Q
（
井
下
）
指
定
管
理

者
制
度
で
釣
公
園
の

民
間
委
託
を
検
討
し
て
い
る

の
か
。

A
（
町
長
）
釣
公
園
の

付
近
で
ベ
ネ
ッ
セ
が

研
修
施
設
を
計
画
し
て
お

り
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
、
お
願
い
は
し
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
継
続
補
助
を

Q
（
井
下
）
活
性
化
な

ど
を
目
的
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
は
３
回
で
補
助
が
打

ち
切
り
と
な
る
。
イ
ベ
ン
ト

が
継
続
で
き
る
よ
う
に
補
助

制
度
を
積
極
的
に
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
補
助
期
限

の
３
年
が
過
ぎ
た
ら

自
立
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
変
更
す
る
と
一
大
変
換
と

な
る
が
前
向
き
に
考
え
た
い
。

主な質疑
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拡幅が待たれる鷲ノ松県道

家
族
用
住
宅
は

Q
（
小
野
）
横
防
に
家

族
用
住
宅
が
で
き
る

が
、今
後
も
必
要
と
思
う
が
。

A
（
町
長
）
横
防
に
２

戸
建
設
す
る
が
、
空

き
家
調
査
も
で
き
つ
つ
あ

り
、
空
き
家
の
改
修
に
国
庫

補
助
が
あ
る
の
で
３
～
４
戸

の
住
宅
が
確
保
で
き
る
と
思

う
。

県
道
の
拡
幅
は

Q
（
小
野
）
鷲
ノ
松
地

区
で
県
道
の
拡
幅
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
見
通

し
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
保
安
林
解

除
な
ど
で
遅
れ
て
い

る
。

平成25年度一般会計歳入歳出構成図

歳 入（収入）
 39億689万円

歳 出（支出）
 36億8472万円

自主財源
17億
2308万円
44.1％

町税
6億8421万円
17.5％

使用料及び手数料
7945万円　2.0％

分担金及び負担金
2495万円　0.6％

諸収入
5億2595万円
13.5％

県支出金
6億3953万円
16.4％

地方交付税
9億9837万円
25.6％

その他　寄付金、財産収入など　1256万円　0.4％

その他　交付金など　6112万円　1.5％

繰越金
1億6511万円　4.2％
繰越金
1億6511万円　4.2％

繰入金
2億3085万円　5.9％

依存財源
21億
8381万円
55.9％

町債
3億3030万円
8.5％

国庫支出金　1億5450万円　4.0％

総務費
9億7884万円
26.6％

民生費
3億6475万円
9.9％

衛生費
4億8756万円
13.2％

農林水産業費
10億4513万円
28.4％

土木費
2億5527万円
6.8％

教育費
2億1353万円
5.8％

議会費
5154万円
1.4％

商工費
7280万円
2.1％

消防費
5840万円
1.6％

公債費　1億5013万円　4.1％

（グラフの数字は万円単位にしていますので合計が一致しないことがあります。）

 タブレット型端末約300世帯に配布
 （仮）町民会館建設に向けた工事
 介護・訓練等給付
 児童手当
 廃棄物処理施設管理棟等整備など
 ふるさと海の家改修
 各所道路改修工事
 中学校体育館トイレ改修

総
総
民
民
衛
商
土
教

歳出（支出）の主なもの
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簡
易
水
道
事
業

Q
（
井
下
）
現
在
エ
タ

パ
イ
（
石
綿
管
）
は

ど
れ
く
ら
い
残
っ
て
い
る

か
。
地
震
時
に
は
古
い
水
道

管
が
破
損
す
る
の
で
順
次
改

良
し
て
は
ど
う
か
。

平 

成 

25 

年 

度 

決 

算 

主 

な 

質 

疑

一
般
会
計

特
別
会
計

Q
（
石
川
）
税
全
般
に

つ
い
て
不
納
欠
損
は

や
む
を
得
な
い
面
も
あ
る

が
、
滞
納
額
は
減
少
し
て
い

な
い
。
税
の
公
平
な
立
場
か

ら
滞
納
額
を
減
ら
す
べ
き
で

は
。A

（
税
務
課
長
）
滞
納

額
が
増
え
て
お
り
、

監
査
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
今
年
に
限
っ
て
町
県
民

税
は
県
と
共
同
で
滞
納
処
理

を
す
る
。

Q
（
小
林
）
釣
公
園
の

実
質
収
支
に
関
す
る

調
書
で
平
成
25
年
度
か
ら
26

年
度
へ
の
歳
入
、
歳
出
差
引

額
が
少
額
で
あ
る
が
、
意
図

的
に
繰
出
金
を
減
ら
し
た
の

か
。A

（
建
設
経
済
課
長
）

消
費
税
の
関
係
で
、

特
定
収
入
に
前
年
度
繰
越
金

が
計
上
さ
れ
る
た
め
、
繰
出

金
を
お
さ
え
て
い
る
。

〝
ま
じ
め
に
税
等
を
納
め
て
い
る

�

人
が
損
を
し
な
い
よ
う
に
〟

監
査
報
告

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
簡
易
水
道
会
計

に
つ
い
て
、
証
拠
書
類
お
よ
び
関
係
諸
帳
簿
を
基
準
と
し
て

審
査
し
た
結
果
、
会
計
経
理
は
適
正
と
認
め
た
。

〔
主
な
指
摘
事
項
〕

《
一
般
会
計
》

　

東
日
本
大
震
災
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
先
行
き
が
不

透
明
な
中
で
の
難
し
い
財
政
運
営
で
あ
る
の
で
、
町
の
将
来

を
見
据
え
た
事
業
を
、
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
の
効
果
を
発

揮
す
る
よ
う
、創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
財
政
運
営
を
望
む
。

《
特
別
会
計
》

（
国
民
健
康
保
険
事
業
）

　

税
の
滞
納
は
、
前
年
度
よ
り
減
少
し
て
い
る
が
、
依
然
と

し
て
多
額
の
滞
納
が
あ
る
。

　

保
険
税
徴
収
率
の
向
上
お
よ
び
保
険
給
付
費
の
減
少
に
努

め
る
と
と
も
に
、
健
全
運
営
に
一
層
の
努
力
を
望
む
。

（
診
療
所
事
業
）

　

一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
入
金
で
運
営
し
て
い
る
の
で
、

常
に
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
親
し
み
の
も
て
る
診
療
所
と
し

て
経
営
努
力
す
る
と
と
も
に
、
一
層
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
る
よ
う
望
む
。

（
下
水
道
事
業
）

　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
一
部
滞
納
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

当
会
計
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
歳
入
に
お
い
て

大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
た
め
、
水
洗
化
率
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
負
担
金
、
使
用
料
の
滞
納
額
の
完
納
と
健
全

な
財
政
運
営
を
望
む
。

（
釣
公
園
事
業
）

　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
の
食
の
提
供
に
よ
り
、
こ
こ
数
年
、
利

用
客
は
増
え
て
い
た
が
、
本
年
度
は
強
風
な
ど
で
減
っ
て
い

る
。
施
設
環
境
お
よ
び
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
さ
ら
な
る

集
客
対
策
を
模
索
し
、
健
全
経
営
に
努
め
る
よ
う
望
む
と
と

も
に
、
民
間
委
託
へ
の
移
行
な
ど
、
運
営
方
法
の
見
直
し
も

要
望
す
る
。

Q
（
小
林
）
全
般
に
わ

た
っ
て
歳
入
欠
陥
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ

以
上
増
え
る
と
、
繰
越
金
、

実
質
収
支
な
ど
赤
字
に
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
の
で
担
当
課

か
ら
の
予
算
見
積
り
、
総
務

課
の
予
算
査
定
を
キ
ッ
チ
リ

す
べ
き
で
は
。

A
（
総
務
課
長
）
指
摘

の
と
お
り
査
定
の
段

階
で
歳
出
は
余
裕
を
み
て
、

そ
れ
に
対
す
る
国
・
県
の
補

助
率
で
計
上
し
て
い
る
の

で
、歳
入
欠
陥
が
出
て
い
る
。

今
後
、
査
定
で
は
各
課
長
と

協
議
し
な
が
ら
考
え
て
い
き

た
い
。

き
な
い
し
、
繰
上
償
還
に
つ

い
て
も
他
の
起
債
へ
の
影
響

も
大
き
い
こ
と
か
ら
で
き
な

い
。
償
還
期
間
の
10
年
は
建

設
仮
勘
定
に
置
い
て
お
き
、

返
済
終
了
後
に
特
別
損
失
と

し
て
処
理
し
た
い
。
今
後
は

簡
易
水
道
会
計
も
総
務
課
で

の
査
定
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

討
　
論

釣
公
園
事
業

賛
成
（
井
下
）

　

民
間
委
託
を
で
き
る
だ
け

早
く
実
現
す
る
よ
う
努
力
さ

れ
た
い
。簡

易
水
道
事
業

反
対
（
小
林
）

　

間
違
っ
た
経
理
に
は
反
対

す
る
。

賛
成
（
井
下
）

　

今
後
、
役
場
職
員
全
員
気

を
つ
け
て
決
算
し
て
も
ら
う

こ
と
を
要
望
す
る
。

A
（
環
境
水
道
課
長
）

何
カ
所
か
は
あ
る
。

改
良
は
計
画
し
て
い
き
た
い
。

Q
（
小
林
）
直
島
ダ
ム

耐
震
診
断
は
調
査
費

だ
。
こ
れ
を
建
設
改
良
費
で

支
出
し
て
お
り
、
関
連
し
て

企
業
債
を
借
り
て
い
る
。
耐

震
性
に
問
題
な
い
と
い
う
こ

と
で
工
事
は
し
て
い
な
い
。

な
ら
ば
資
本
的
支
出
に
計
上

す
べ
き
で
は
な
く
、
起
債
も

借
り
る
必
要
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
貸
借
対
照
表

の
建
設
仮
勘
定
に
も
耐
震
調

査
分
と
し
て
１
６
３
８
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
は
長
年
に
わ
た
り
減
価
償

却
が
発
生
し
て
く
る
が
、
工

事
と
は
関
係
な
い
も
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
経
理
は
不
適
切

だ
。
こ
の
決
算
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
決
算
に
つ

い
て
不
適
切
な
部
分

が
あ
っ
た
こ
と
は
申
し
訳
な

い
。
す
で
に
起
債
を
借
り
て

い
る
の
で
決
算
の
修
正
は
で
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改良予定の本村（今井戸前）道路

28番目の新しい島？

人　事

副
町
長
に

�

大
庭
　
康
博�

氏

　

空
席
と
な
っ
て
い
た
副
町
長
に
、
香
川
県
よ
り

派
遣
さ
れ
る
大
庭
康
博
氏
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

　

任
期
は
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
４
年
間
。

大
おお

庭
ば

�康
やす

博
ひろ

 氏

一
般
会
計

　

町
民
会
館
建
設
、
健
や
か

子
ど
も
基
金
、
町
道
改
良
、

横
防
家
族
用
住
宅
新
築
な
ど

に
２
億
１
６
０
９
万
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
は
43
億
５

４
８
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入

◦ 

県
補
助
金

 

３
２
０
万
円
追
加

◦
基
金
繰
入
金

 

２
億
円
追
加

◦
繰
越
金

 

１
２
８
９
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦
町
民
会
館
建
設
等

 
１
億
５
千
万
円
追
加

◦
健
や
か
子
ど
も
基
金
積
立

金 

３
２
０
万
円
追
加

◦
町
道
改
良

 

７
８
４
万
円
追
加

◦
横
防
家
族
用
住
宅
新
築

 

５
３
８
５
万
円
追
加

特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
事
業

　

療
養
費
な
ど
に
３
４
１
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は

条
　
例
　
制
　
定

　

県
と
町
の
連
携
の
も
と
、県
補
助
金
を
基
金
に
積
み
立
て
て
、

結
婚
支
援
な
ど
の
少
子
化
対
策
、
妊
娠
・
出
産
期
の
ケ
ア
・
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
等
の
母
子
保
健
対
策
、
子
育
て
環
境
の
整

備
な
ど
に
つ
い
て
総
合
的
に
推
進
す
る
も
の
。

平
成
26
年
度
補
正
予
算

４
億
８
６
３
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

◦ 

療
養
給
付
費
等
交
付
金

 

２
７
５
万
円
追
加

◦ 

繰
越
金 

54
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦ 

療
養
費

 

３
１
４
万
円
追
加

　

簡
易
水
道
事
業

　

浄
水
場
ろ
過
池
の
ろ
材
入

れ
替
え
に
４
１
５
万
円
追

加
、
残
土
処
理
費
を
１
３
１

６
万
円
減
額
、
琴
反
地
地
区

の
配
水
管
改
良
に
９
１
０
万

円
追
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

健
や
か
子
ど
も
基
金
条
例

美
術
作
品
購
入
契
約

結
婚
支
援
・
少
子
化
対
策
な
ど

に
朗
報

「宮浦港に新ランドマーク」
　

海
の
駅
南
側
の
再
開
発
用
地
に
、
新
ア
ー
ト
の

設
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◦
金　

額　

１
５
０
０
万
円

◦
契
約
先　

有
限
会
社
東
聖

　
　
　
　
　

藤
本
壮
介
建
築
設
計
事
務
所

　“
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
も
う
ひ
と
つ
の
島
」”

　

直
島
町
は
大
小
27
の
島
々
で
瀬
戸
内
の
美
し
い

景
観
を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
直
島
町
の

宮
浦
港
に
28
番
目
の
新
し
い
島
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
島
は
地
域
の
拠
点
と
し
て
、
来
島
者
と
地

元
の
方
々
が
と
も
に
時
を
過
ご
し
、
新
し
い
交
流

を
生
み
出
す
、
い
こ
い
の
場
、
島
の
新
し
い
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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緯
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
改
善

さ
れ
た
か
。

A
（
町
長
）
従
来
、
窓

口
と
担
当
部
所
が
分

か
れ
て
い
た
が
、
企
画
電
算

室
に
一
括
し
て
定
住
関
係
を

扱
う
よ
う
対
応
し
た
い
。

石
場
ポ
ン
プ
の
能
力
ア
ッ
プ
は

Q
（
石
川
）
設
置
当
時

は
対
応
力
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
近
年
の
雨

量
に
は
能
力
不
足
と
な
っ
て

い
る
。
改
善
の
方
向
で
検
討

す
べ
き
で
は
。

A
（
町
長
）
毎
年
点
検

整
備
は
実
施
し
て
い

◦６月８日　直島ライオンズクラブ主催の「2014ホ
タルの夕べ」が直島ダムビオトープで開催されま
した。

◦６月15日　町制施行60周年記念安藤忠雄講演会を
中学校体育館で開催しました。

◦６月25日　四国汽船㈱野崎社長他が高松最終便の
時刻変更等の報告のため来庁されました。

◦７月５日　直島出会い隊イベント第20弾「カップ
リングパーティー2014 in 直島」をふるさと海の家
「つつじ荘」で開催。男性34人と女性34人の計68
人の参加があり、５組のベスト１カップル、３組
のベスト３以内カップルが誕生しました。

◦８月８日　香川大学の古川教授及び学生が来庁さ
れ、直島未来会議プロジェクトの協賛依頼があり
ました。内容は町民とのワークショップや町民に
対するアンケート等を実施するとのことです。

◦８月９・10日　台風11号が接近、水防本部を設置
し警戒にあたりましたが、大きな被害はありませ
んでした。

◦８月27～29日　掃海艇「なおしま」が宮浦港に寄
港し、歓迎セレモニー、体験航海などのイベント
が行われました。

積
浦
ビ
オ
ト
ー
プ
の
ホ
タ
ル
は

Q
（
井
下
）
直
島
ダ
ム

ビ
オ
ト
ー
プ
で
「
ホ

タ
ル
の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ

た
が
、
積
浦
ビ
オ
ト
ー
プ
で

の
ホ
タ
ル
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。A

（
町
長
）
積
浦
で
は

幼
虫
は
放
し
た
が
、

イ
ベ
ン
ト
的
な
も
の
は
や
っ

て
い
な
い
。
口
コ
ミ
で
見
に

来
た
人
が
い
た
程
度
だ
っ
た
。

排水ポンプの
能力アップを 濵中町長

詳しく調査し
検討する

町長報告

（主なもの）主
な
質
疑

能力アップしてほしい石場ポンプ

る
が
、
近
年
の
雨
量
に
対
応

し
き
れ
て
い
る
か
ど
う
か
不

明
な
の
で
石
場
地
区
の
み
な

ら
ず
積
浦
、
宮
ノ
浦
も
含
め

て
調
査
し
考
え
た
い
。

Q
（
松
島
）
来
年
も
台

風
シ
ー
ズ
ン
が
来
る

の
で
是
非
来
年
に
間
に
合
う

よ
う
に
実
施
し
て
は
。

A
（
町
長
）
早
く
実
施

し
た
い
が
、
か
な
り

高
額
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る

の
で
詳
し
く
調
査
し
対
応
す

る
。

　

来
年
に
間
に
合
わ
せ
る
の

は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

砂
防
効
果
が
な
い
の
で
は

Q
（
浜
口
）
既
設
の
砂

防
ダ
ム
に
土
砂
が
溜

ま
っ
て
砂
防
効
果
が
無
く

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場

所
が
あ
る
。
現
状
把
握
と
対

策
は
。

A
（
町
長
）
実
態
把
握

は
し
て
い
な
い
。
調

査
し
対
応
し
た
い
。

掃
海
艇
「
な
お
し
ま
」�

�

生
み
の
親
の
扱
い

Q
（
松
島
）「
な
お
し
ま
」

生
み
の
親
で
あ
る
当

町
出
身
者
が
寄
港
に
あ
わ
せ

て
来
島
さ
れ
た
が
、
充
分
な

接
遇
が
さ
れ
た
か
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
誕
生
の
い

き
さ
つ
は
聞
い
た

が
、
今
回
は
簡
素
に
行
っ
た

の
で
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
一

般
の
方
は
呼
ば
な
か
っ
た
。

宇
野
・
高
松
最
終
便
変
更

Q
（
中
野
）
高
松
最
終

便
時
刻
変
更
の
報
告

が
あ
っ
た
が
、
他
に
良
い
話

は
な
か
っ
た
の
か
。

A
（
町
長
）
宇
野
発
０

時
30
分
と
金
土
日
祝

日
高
松
発
17
時
５
分
の
小
型

船
が
増
便
さ
れ
た
。

カ
ッ
プ
ル
の
定
住
は

Q
（
井
下
）
出
会
い
隊

で
結
ば
れ
た
カ
ッ
プ

ル
が
町
内
居
住
の
相
談
に
役

場
を
訪
れ
た
が
対
応
不
充
分

で
島
外
居
住
を
選
択
し
た
経



7 議会だより　なおしま No.169

主
な
質
疑

ALTに女文楽の説明をするEggメンバー

「行燈づくり」がんばりました

ALTも初体験？

岡教育長

感銘を
受けたようだ

教育長報告

称賛された
�Naoshima�Egg

◦６月７日　英語ガイド養成講座が行われ、小・中・高

生７人と大人３人の計10人が参加しました。

◦７月12日　子ども会育成連絡協議会主催による清掃活

動が実施されました。

◦ ７ 月26日　 英 語 ガ イ ド 養 成 講 座 が 開 催 さ れ、

Naoshima Egg のメンバー６人が参加し、２人の先生

から指導を受けました。

◦７月31日　「エコ・アートフェスティバル in 直小」が

開催され、全校児童で「行燈づくり」などの活動を行

いました。

◦８月１日　香川県ヘキ地教育研究会夏季研修会が総合

福祉センター会議室で開催され、県内小・中学校約90

人の教員が出席しました。

◦８月18～22日　中学校野球部が第７回全国離島交流中

学生野球大会に出場しました。（惜しくも３回戦で敗退）

◦８月25日　平成26年度全国学力・学習状況調査の結果

が発表されました。

（主なもの）

Q
（
井
下
）
ヘ
キ
地
教

育
研
修
会
で
、
な
お

し
ま
Ｅ
ｇ
ｇ
な
ど
、
評
価
は

ど
う
だ
っ
た
か
。

A
（
教
育
長
）
日
頃
か

ら
直
島
の
英
語
教
育

が
報
道
さ
れ
、
知
名
度
も
高

い
。

　

ま
た
、
実
際
に
子
ど
も
た

ち
の
英
語
力
は
レ
ベ
ル
が
非

常
に
高
い
と
評
価
さ
れ
た
。

Q
（
井
下
）
外
国
人
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
か
ら
も
、
女

文
楽
の
説
明
は
よ
く
理
解
で

き
た
と
話
が
あ
っ
た
よ
う
だ

が
。A

（
教
育
長
）
子
ど
も

た
ち
の
上
手
な
英
語

に
感
銘
を
受
け
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
女
文
楽
の
上
演
に
つ

い
て
も
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
英

文
で
表
示
し
た
の
で
、
よ
く

理
解
で
き
た
と
言
っ
て
い
た
。

Q
（
中
野
）
外
国
人
か

ら
、
な
お
し
ま
Ｅ
ｇ

ｇ
へ
の
ガ
イ
ド
依
頼
は
、
ど

の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
行
う
の

か
。A

（
教
育
長
）
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

英
語
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
の
英

文
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
参
加

希
望
を
と
っ
て
い
る
。
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一 般 質 問

大谷�智子 議員浜口�敏夫 議員

親子交流の場に福祉センター図書室

冠水した宮ノ浦道路

　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
た
め
、福
祉
セ
ン
タ
ー

内
に
乳
幼
児
と
母
親
が
、
気

が
ね
な
く
集
ま
れ
る
常
設
の

部
屋
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　

８
月
19
日
深
夜
か
ら
20
日

に
か
け
て
広
島
市
を
中
心

に
局
地
的
な
豪
雨
が
あ
り
、

多
数
の
死
者
・
行
方
不
明
者

が
出
る
大
規
模
土
砂
災
害
が

あ
っ
た
。
直
島
で
も
過
去
に

い
。町

制
施
行
60
周
年
の�

�

記
念
植
樹
を

　

町
制
60
周
年
を
記
念
に
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
中
庭
に
、
大

き
な
シ
ン
ボ
ル
的
な
木
を
植

え
て
は
と
思
う
が
。

A
（
町
長
）
11
月
９
日

に
記
念
式
典
を
開
催

す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
れ
に

向
け
て
企
画
委
員
会
を
開
催

し
て
い
る
。

　

式
典
内
容
は
、
す
で
に
固

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

前
だ
っ
た
が
、
こ
れ
が
満
潮

時
な
ら
、
床
下
浸
水
は
免
れ

な
か
っ
た
。
こ
の
実
態
を
把

握
し
て
い
る
か
。

A
　

後
日
、
担
当
課
長

が
写
真
で
確
認
し

た
。
干
潮
に
近
い
水
位
で
も

集
中
的
な
大
雨
で
水
路
が
溢

れ
た
こ
と
は
、
今
後
の
排
水

対
策
の
課
題
と
し
て
検
討
し

〔
町
長
〕
図
書
室
を
利
用
し
て
ほ
し
い

〔
町
長
〕
早
急
な
対
策
が
必
要

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

宮
ノ
浦
地
区
の
排
水
対
策
を

A
（
町
長
）
以
前
、
ス

マ
イ
リ
ー
ズ
か
ら
も

要
望
が
あ
り
検
討
は
し
て
み

た
が
、
な
か
な
か
妙
案
が
な

い
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
な
、
常
設

部
屋
が
あ
れ
ば
、
子
育
て
中

の
親
子
交
流
の
場
と
な
り
、

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
福
祉
目
的
で

作
っ
た
施
設
の
た
め
、
利
用

あ
っ
た
が
町
長
の
考
え
は
。

A
　

直
島
で
も
い
つ
起

き
て
も
不
思
議
は
な

い
。
昨
年
度
に
地
域
防
災
計

画
を
全
面
的
に
改
定
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
か
ら
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ

と
が
行
政
の
最
も
重
要
な
責

務
だ
。

Q
　

台
風
11
号
で
冠
水

し
た
場
所
は
あ
っ
た

か
。
ま
た
、
台
風
が
去
っ
た

の
件
に
つ
い
て
は
時
期
的
に

遅
い
。

　

ま
た
中
庭
は
、
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
に
も
使
っ
て
い

る
し
、
大
き
な
木
を
植
え
る

の
は
管
理
の
面
で
も
難
し
い
。

「
よ
う
こ
そ
先
輩
」
で�

�

戦
争
体
験
を

　

日
本
が
戦
争
を
し
た
と
い

う
記
憶
が
忘
れ
去
ら
れ
な
い

よ
う
、
直
島
在
住
の
戦
争
体

験
者
の
方
か
ら
、
小
・
中
学

生
を
対
象
に
戦
争
に
つ
い
て

語
っ
て
も
ら
っ
て
み
て
は
ど

た
い
。

Q
　

本
村
で
は
石
場
町

に
排
水
ポ
ン
プ
が
あ

り
、
納
言
様
地
区
の
排
水
対

策
工
事
は
現
在
進
捗
中
、
宮

ノ
浦
の
低
い
土
地
の
住
民
は

高
潮
・
大
雨
の
た
び
に
浸
水

を
心
配
し
て
い
る
。

　

早
く
排
水
対
策
、
雨
水
ポ

ン
プ
の
設
置
を
。A

　

宮
ノ

浦
の
皆

さ
ん
の
心
配
は

よ
く
わ
か
る
。

道
路
冠
水
だ
け

で
な
く
住
宅
被

う
か
。

A
（
教
育
長
）
先
の
大

戦
を
反
省
す
る
こ
と

は
大
変
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

児
童
・
生
徒
に
戦
争
体
験

を
語
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

刺
激
的
な
内
容
に
な
っ
て
も

困
る
。

　

学
校
で
は
教
科
書
や
、
ビ

デ
オ
教
材
を
使
用
し
、
学
習

し
て
お
り「
よ
う
こ
そ
先
輩
」

で
、
戦
争
体
験
者
の
話
を
聞

く
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

学
校
が
判
断
す
る
。

害
も
予
想
さ
れ
る
。
早
急
な

排
水
対
策
が
必
要
だ
。

　

十
分
な
能
力
の
排
水
ポ
ン

プ
に
は
相
当
の
施
設
と
多
額

の
費
用
が
必
要
だ
。

　

排
水
対
策
は
直
島
全
体
で

考
え
る
必
要
が
あ
り
、
で
き

る
だ
け
早
期
に
対
策
を
講
じ

た
い
。

Q
　

台
風
前
に
“
た
め

池
”
の
水
位
を
下
げ

る
な
ど
の
管
理
も
重
要
だ
が
。

A
　

台
風
前
に
は
水
量

調
整
を
し
て
い
る
。

今
後
も
適
切
に
対
応
し
た
い
。

12
日
も
宮
ノ
浦
で
は
、
大
潮

の
満
潮
時
に
道
路
が
部
分
的

に
冠
水
し
た
が
把
握
し
て
い

る
か
。

A
　

本
村
地
区
で
は
木

村
プ
ロ
パ
ン
前
の
県

道
、
農
協
前
、
宮
ノ
浦
で
は

住
吉
神
社
裏
が
冠
水
し
た
。

12
日
に
つ
い
て
は
把
握
し
て

い
な
い
。

Q
　

８
月
24
日
、
午
後

６
時
頃
か
ら
約
20
分

間
集
中
豪
雨
が
あ
っ
た
。
宮

ノ
浦
で
は
水
路
が
溢
れ
、
道

路
が
冠
水
し
た
。

　

満
潮
ま
で
５
時
間
以
上
も

で
き
る
部
屋
は
図
書
室
ぐ
ら

い
で
あ
る
。

　

他
の
利
用
者
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
範
囲
で
使
っ
て
ほ
し
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松島�俊雄 議員

モニュメントには無理？（本村の道路）

　

豊
島
産
廃
処
理
事
業
は

長
年
の
紆
余
曲
折
を
経
て
、

残
す
と
こ
ろ
２
年
余
り
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
処
理
ス
ラ

グ
が
排
出
・
供
給
で
き
る
間

に
、
こ
の
事
業
推
進
を
実

は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
周

辺
町
道
に
は
上
下
水
道
の
配

管
も
埋
設
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
ス
ラ
グ
舗
装
は
考
え

て
い
な
い
。

Q
　

現
在
、
町
民
は
こ

の
事
業
受
け
入
れ
の

具
体
的
な
受
益
を
実
感
し
て

い
な
い
。「
受
け
入
れ
の
選

択
は
正
し
か
っ
た
」
と
い
う

当
時
の
町
民
感
情
を
維
持

し
、
島
の
将
来
を
担
う
子
供

た
ち
へ
の
教
育
効
果
も
含
め

て
、
香
川
県
か
ら
直
島
住
民

に
対
す
る
謝
意
を
表
す
る
た

め
に
も
、
県
を
事
業
主
体
と

〔
町
長
〕
ス
ラ
グ
舗
装
は
困
難
だ

産
廃
処
理
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

施
し
た
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
造
っ
て
は
ど
う
か
。
国
の

内
外
を
問
わ
ず
世
界
各
国
か

ら
の
来
訪
者
に
対
し
て
「
環

境
の
ま
ち
宣
言
」
の
根
源
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
歴
史
的
認
識

を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、

本
村
の
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

関
連
す
る
道
路
を
「
産
廃
ス

ラ
グ
」
で
舗
装
整
備
し
て
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
は
ど
う

か
。

し
て
県
費
で
実
施
し
て
も

ら
っ
た
ら
ど
う
か
。

A
　

受
け
入
れ
４
条
件

の
ひ
と
つ
に
「
町
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
」

が
あ
っ
た
。

　

①
33
年
ぶ
り
の
離
島
指
定

を
受
け
、
各
事
業
の
補
助
率

が
引
き
上
げ
ら
れ
、
採
択
の

緩
和
が
行
わ
れ
た
。

　

②
辺
地
法
の
適
用
・
県
営

住
宅
建
設
・
エ
コ
タ
ウ
ン
事

業
の
有
価
金
属
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
完
成
に
よ
っ
て
三
菱
マ

テ
リ
ア
ル
に
寄
与
し
雇
用
の

確
保
に
つ
な
が
っ
た
。

　

③
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
直
島

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
事
業
の
推

進
の
中
で
、
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
整
備
支
援
を
県
が
実

施
。

　

④
財
政
面
で
も
辺
地
債
過

疎
債
の
活
用
で
地
方
債
の
負

担
額
と
積
立
額
が
同
じ
水
準

で
推
移
し
他
の
自
治
体
に
比

し
て
か
な
り
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
県

の
費
用
で
や
っ
て
も
ら
い
た

い
。
事
業
完
了
後
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
よ
り
、
処
理
施
設
跡

利
用
の
方
が
よ
り
重
要
な
課

題
だ
。

A
（
町
長
）
道
路
舗
装

を
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

言
う
の
は
違
和
感
が
あ
る
。

記
憶
と
記
録
に
残
す
に
は
石

碑
的
な
も
の
が
ふ
さ
わ
し
い

と
考
え
る
。
溶
融
ス
ラ
グ
は

舗
装
用
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に

このコーナーは、議員が以前一般質問や委員
会などで質問した問題が、その後どうなって
いるかを追跡してお知らせします。

風戸航路 　　　　　　　　
四国フェリーの運航は

平成24年　　 　 津国汽船が風戸航路の運航を
取りやめた。

平成24年11月　 四国フェリー㈱副社長が来庁
され、運航する話があった。

四国フェリー㈱の風戸航路就航はいつからか
 （平成24年12月議会　浜口議員）

答　弁

現在、既に国へ申請を出してい
るが、許可されるのには２カ月
程度かかるので、25年１月中
に就航すると聞いている。
 （前濵田町長）

その後

三菱マテリアル㈱と四国フェ
リー㈱との間で、便数の問題
など、話し合いがつかず運航
の話はなくなった。

一般質問のつづき
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総 務・文 教経 済・民 生
石川�知久 委員長浜口�敏夫 委員長

　８月４日と19日・20日の両日、合同常任委員会を開催し、各課か
らの現状・今後の予定等の報告を受け、議論を交わしました。
　主なもののみ報告します。

〔
総
務
課
〕

大
盛
況
の
出
会
い
隊

○ 

７
月
５
・
６
日　

直
島
出

会
い
隊
「
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
１
２
１
４ 

in 

直
島
」
を
開
催
。
男
女
と

も
に
34
人
が
参
加
し
、
８

組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し

た
。

台
風
対
策

○ 

８
月
９
・
10
日　

台
風
11

　

町
当
局
よ
り
次
の
３
事
業

計
画
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

美
術
作
品
購
入
事
業

　

宮
浦
港
南
側
に
設
置
予
定

の
新
た
な
美
術
作
品
。
コ
ン

セ
プ
ト
は
「
も
う
ひ
と
つ
の

島
」
溶
接
し
て
作
ら
れ
た
ス

テ
ン
レ
ス
製
の
網
状
の
オ
ブ

ジ
ェ
で
、
夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
す
る
計
画
。

「
福
武
ベ
ネ
ッ
セ
ア
カ
デ
ミ
ー
」�

�

建
設
計
画

　

つ
つ
じ
荘
南
側
の
丘
に
、

研
修
施
設
、
大
講
堂
、
約
80

人
の
宿
泊
棟
、
大
浴
場
な
ど

号
の
接
近
に
伴
い
水
防
本

部
を
設
置
し
、
避
難
所
を

開
設
し
た
。
大
き
な
被
害

は
な
か
っ
た
。

観
光
客
対
策

○ 

８
月
12
～
17
日　

お
盆
期

間
中
の
混
雑
緩
和
対
策
と

し
て
、
バ
ス
の
乗
車
案
内

や
臨
時
便
を
運
行
し
た
た

め
、
大
き
な
混
雑
は
な

か
っ
た
。

　

期
間
中
の
乗
客
数

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
着
任

○ 

８
月
７
日　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の

ト
ー
マ
ス
・
モ
ナ
ハ
ン
先

生
の
後
任
と
し
て
、
カ
ラ

ム
・
フ
ォ
ー
ブ
ス
さ
ん
が

着
任
し
た
。

カラム・フォーブスさん

を
分
散
配
置
す
る
計
画
。

横
防
家
族
用
住
宅
計
画

　

両
親
と
子
ど
も
２
人
を
想

定
。
２
階
建
て
を
２
棟
、
４

Ｄ
Ｋ
ま
た
は
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
建

設
す
る
計
画
。

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

病
床
稼
働
率
36
・
６
％

○
診
療
状
況（
４
月
～
７
月
）

①
外
来
患
者

　

１
日
平
均
63
・
２
人

②
入
院
患
者

　

１
日
平
均
７
・
0
人

③
空
調
機
の
故
障
、
雨
漏

り
、
全
自
動
分
割
分
包
機
の

故
障
な
ど
設
備
・
備
品
の
老

朽
・
故
障
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
っ
た
。

〔
建
設
経
済
課
〕

○ 

６
月
27
日　

宮
浦
ギ
ャ
ラ

リ
ー
六
区
で
「
大
竹
伸
朗

の
新
企
画
展
示
」
が
オ
ー

プ
ン
。

○ 

北
川
フ
ラ
ム
氏
が
瀬
戸
芸

２
０
１
６
基
本
計
画
の
事

前
協
議
の
た
め
来
庁
。

○ 

８
月
１
日
か
ら
釣
公
園
の

新
た
な
改
革
と
し
て
「
ハ

ネ
釣
り
大
会
」
を
開
催
。

　

 

大
会
が
な
い
月
に
は
、
月

間
賞
を
実
施
の
予
定
。

（
委
員
か
ら
）
瀬
戸
芸
実
行

 

１
万
１
９
１
２
人

　

１
日
最
高 

２
６
２
６
人

 

（
８
月
14
日
）

〔
教
育
委
員
会
〕

子
ど
も
会
が
清
掃
奉
仕

○ 

７
月
12
日　

子
ど
も
会
が

１
３
５
人
の
参
加
で
、
清

掃
活
動
を
行
っ
た
。ま
た
、

午
後
に
は
保
護
者
を
対
象

に
救
急
法
講
習
会
が
行
わ

れ
た
。

納言様排水ポンプ場を視察

みんなで町を美しく

委
員
会
で
町
の
意
見
を
反
映

で
き
る
組
織
に
し
て
ほ
し
い
。

〔
環
境
水
道
課
〕

○ 

７
月
12
日　
“
ご
み
０
”

ク
リ
ー
ン
デ
ー
を
実
施
、

参
加
者
５
０
０
人
、
ご
み

の
量
は
約
４
ト
ン
を
収
集
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

○ 

６
月
14
・
15
日　

集
団
特

定
健
診
を
実
施
。
受
診
者

は
国
保
加
入
者
87
人
・
後

期
高
齢
者
89
人
。

（
委
員
か
ら
）
戦
没
者
追
悼

式
で
は
、
町
遺
族
会
長
も
挨

拶
す
る
べ
き
だ
。

　

な
ど
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
工
事
中
の
納
言

様
排
水
ポ
ン
プ
場
な
ど
を
視

察
し
ま
し
た
。
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直島の“今”を　　　
　　　捉えなおそう

　

今
回
は
久
々
に
Ｕ
タ
ー
ン

の
方
の
登
場
で
す
。

　

積
浦
の
岡
本
雄
大
さ
ん
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
し
た
。

Ｑ　
岡
本
さ
ん
、
仕
事
で
お

疲
れ
の
と
こ
ろ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
は
じ
め
に
、

直
島
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
の

は
い
つ
で
す
か
。

Ａ　
去
年
の
11
月
で
す
。
も

う
少
し
で
１
年
で
す
。

Ｑ　
動
機
は
。

Ａ　
直
島
に
身
を
置
い
て
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。

Ｑ　
以
前
は
ど
ち
ら
に
住
ま

わ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

Ａ　

東
京
で
す
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
雑
誌

の
編
集
を
し
て
い
ま
し
た
。

Ｑ　
直
島
で
の
仕
事
は
。

Ａ　
直
島
製
錬
所
の
業
務
課

で
働
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
。

Ｑ　
久
し
ぶ
り
に
帰
島
し
た

感
想
は
。

Ａ　
ゆ
っ
く
り
と
時
間
が
流

れ
る
な
ぁ
と
。
そ
れ
が
い
い

面
も
悪
い
面
も
持
っ
て
い
る

こ
と
が
少
し
ず
つ
見
え
て
き

ま
し
た
。

　

産
業
・
文
化
・
行
政
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
面
で
恵
ま
れ
た

島
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　
今
一
番
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
は
何
で
す
か
。

Ａ　
歩
く
こ
と
で
す
。
会
社

か
ら
万
歩
計
を
支
給
し
て
い

た
だ
き
、
毎
日
の
歩
数
を
管

理
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
２
万
歩
目
指
し
て
が
ん

ば
り
ま
す
。

Ｑ　
現
在
直
島
は
「
直
島
出

会
い
隊
」
を
実
施
中
で
す
。

一
度
参
加
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。

Ａ　
セ
ク
ハ
ラ
的
質
問
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ

ひ
一
度
お
伺
い
し
て
み
た
い

も
の
で
す
。

Ｑ　
若
者
の
目
線
や
考
え
方

で
、
こ
れ
か
ら
の
直
島
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
ご
意
見
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　
理
想
は
、
僕
を
含
め
た

特
に
若
者
が
直
島
や
瀬
戸
内

の
“
今
”
の
価
値
を
捉
え
な

お
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
町
を
一
人
ひ

と
り
が
創
っ
て
い
け
た
ら

な
ぁ
と
。
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は

高
い
町
だ
と
思
う
の
で
、

き
っ
と
も
っ
と
い
い
町
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の

仕
組
み
づ
く
り
を
今
の
議
会

に
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　
貴
重
な
時
間
と
ご
意
見
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
若
い
力
を
十

分
発
揮
さ
れ
、
町
の
発
展
に

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

いろんなことにチャレンジしたい

都会の喧騒から逃れて

U
・
Ⅰ
タ
ー
ン
者
に
聞
く

第20回

岡本　雄大 さん
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あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
は
や
３
年

半
が
過
ぎ
た
。
数
多
く
の
方
が
亡
く
な

り
、
未
だ
に
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
る

方
々
が
お
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
今
年
も
ま
た
「
今
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
豪
雨
」
が

広
島
県
な
ど
全
国
で
降
り
、
多
く
の
犠

牲
者
が
出
て
い
る
。

　

人
ご
と
で
は
な
く
、
い
つ
自
分
の
身

に
降
り
か
か
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
「
９
月
８
日
の
中
秋
の
名
月
は
と
て
も

綺
麗
じ
ゃ
っ
た
。
あ
ん
な
綺
麗
な
月
じ
ゃ

か
ら
地
震
も
津
波
も
集
中
豪
雨
も
な
い

じ
ゃ
ろ
う
な
。
も
し
行
け
る
も
ん
な
ら

移
住
し
た
い
な
」
と
思
う
た
ん
は
私
だ

け
じ
ゃ
ろ
う
か
？

 

（
丸
山
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
議
　
　
長
　　

蓬　
　

清
二

　
　
　
委
員
長
　　

井
下　

良
雄

　
　
　
副
委
員
長
　　

丸
山　

義
朗

　
　
　
委
　
　
員
　　

議
員
全
員

編
集
後
記

　

今
回
登
場

い
た
だ
い
た

の
は
、
町
内

外
で
幅
広
く

活
躍
さ
れ
て

い
る「
う
ぃ
・

ら
ぶ
・
な
お

し
ま
」
の
皆

さ
ん
方
で
す
。
会
長
の
中

根
さ
ん
と
副
会
長
の
堀
口

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

Q　

ま
ず
は
「
う
ぃ
・
ら

ぶ
・
な
お
し
ま
」
と
い
う

活
動
が
生
ま
れ
た
経
緯
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
（
中
根
さ
ん
）　

環
境

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２
年

間
や
り
ま
し
た
。終
了
後
、

こ
の
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま

う
の
は
も
っ
た
い
な
い
と

い
う
事
で
、
同
メ
ン
バ
ー

で
始
め
ま
し
た
。

　

直
島
町
民
と
し
て
何
が

で
き
る
か
、
こ
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
た
と
思
い
ま

す
。

Q　

メ
ン
バ
ー
は
何
人
で

す
か
。

Ａ
（
堀
口
さ
ん
）　

約
10

人
く
ら
い
で
す
が
、
サ

ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
や
役

場
・
県
庁
職
員
、
香
大
生

等
に
都
度
応
援
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

Q　

年
間
で
主
に
ど
の
よ

う
な
活
動
を
さ
れ
て
ま
す

か
。

Ａ（
堀
口
さ
ん
）　

Ｔ
シ
ャ

ツ
ア
ー
ト
展
、
自
然
探
検

隊
、
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
な
ど
で
、
月
１
回
定
例

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

Q　

自
然
探
検
隊
と
Ｔ

シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
に
つ
い

て
、
少
し
詳
し
く
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ
（
中
根
さ
ん
）　

自
然

探
検
隊
に
つ
い
て
、
直
島

は
都
会
に
比
べ
て
自
然
が

た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す
。
そ

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
肌
で
感
じ

て
ほ
し
く
て
始
め
ま
し

た
。
今
は
海
ホ
タ
ル
観
賞

や
磯
遊
び
等
、
毎
回
50
人

の
参
加
者
・
50
人
の
ス

タ
ッ
フ
で
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

（
堀
口
さ
ん
）　

Ｔ
シ
ャ

ツ
ア
ー
ト
展
は
、
今
年
10

周
年
を
迎
え
、
宮
島
達
男

さ
ん
（
角
屋
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
）
と
（
の
れ
ん
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
の
加
納
容
子

さ
ん
に
ゲ
ス
ト
出
展
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
内

外
の
多
く
の
方
々
に
出
展

し
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
ん

な
方
々
と
ふ
れ
あ
い
の
で

き
る
ア
ー
ト
展
で
す
。

Q　

香
川
大
学
の
学
生
も

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
よ

う
で
す
が
。

Ａ
（
堀
口
さ
ん
）　

そ
う
で
す
、
香
大
の

古
川
先
生
と
の
出
会

い
で
始
ま
っ
た
「
直

島
地
域
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
今
年

８
周
年
）
に
い
ろ
い

ろ
と
協
力
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
う
ぃ
・
ら
ぶ
・
な
お
し

ま
」
の
今
日
が
あ
る
の
は

そ
の
お
か
げ
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
す
ね
。

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

Q　

今
後
の
計
画
で
何
か

や
り
た
い
こ
と
は
。

Ａ
（
中
根
さ
ん
）　

ま
だ

具
体
的
に
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
参
加
者
全
員
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
や

り
た
い
で
す
。

Q　

お
二
人
で
「
う
ぃ
・

ら
ぶ
・
な
お
し
ま
」
の
Ｐ

Ｒ
を
ど
う
ぞ
。

Ａ
（
中
根
さ
ん
）　

ま
だ

ま
だ
若
い
メ
ン
バ
ー
が
少

な
い
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

人
と
の
交
流
、
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で

す
。
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

（
堀
口
さ
ん
）　
「
う
ぃ
・

ら
ぶ
・
な
お
し
ま
」
は
、

人
の
つ
な
が
り
や
自
然
環

境
を
大
切
に
し
、
島
の
子

ど
も
た
ち
が
必
ず
自
慢
に

思
え
る
故
郷
を
創
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

島
に
い
る
方
や
島
外
の

方
、
誰
で
も
ぜ
ひ
ご
参
加

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま

ず
は
第
１
水
曜
日
夜
７

時
、
エ
コ
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス

で
の
定
例
会
を
覗
き
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
町
の
活
性
化
に

大
い
な
る
活
躍
を
お
願
い

し
ま
す
。

「
う
ぃ
・
ら
ぶ
・
な
お
し

ま
!!
」

うぃ・らぶのメンバー

Ｔシャツアート展（海の駅）

ガンツやエビを捕ったどー！

自
慢
に
思
え
る
故
郷
を

うぃ・らぶ・なおしま

古紙配合率100%再生紙を使用しています


